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海外との往来による感染症流行の懸念

• 2014年、代々木公園にて、1945年以来、69年ぶりのデング熱国内感染が起こった。原因の一説として、海外からデン

グウイルスを保有した旅行客を、日本のヒトスジシマカが吸血し、デングウイルスを取り込み、日本人を刺す際にウイ

ルス感染を起こさせた可能性がある。

• 2025年7月、中国広東省で、それまで感染がまれであったチクングニアウイルス感染が広がった。これも、チクングニア

ウイルスを保有した人が持ち込み、現地にいたヒトスジシマカが吸血し、ウイルスを取り込んだ可能性がある。

中国のチクングニア熱について、韓国は警戒するよう呼びかけている（2025.8.16）。

→当然、韓国への持ち込み阻止を図るべき。



感染症がなくとも懸念される蚊刺
・・・蚊刺咬部位の細菌感染、重症蚊刺過敏症

•蚊に刺された部位をかきむしることによる細菌感染。

•蚊に刺されてひどく腫れ、刺された場所の壊死、発熱など。



これまでに試験した主な対策製品

•網戸の網
•芳香剤
•芳香シール
•日焼け止め
•リング（腕輪）

•アロマオイル
•衣服
•アームカバー
•捕獲器
•ライト



試験回数

生物の試験であり、蚊の個体によるバラツキが大きい。
回数は、「異なる蚊に交換して、同じ試験を行う回数」

•回数１回・・・低予算。「効果の有無試し」に最適。データの信頼度は低い。

•回数２回・・・最低の複数回。平均も算出可能。データ信頼度は１回より良い。

•回数３回・・・費用が高い。データの信頼度は高い。有意差検定も可能。



アクリルボックスに前腕を挿入する方法



網にとまる虫の数を数える方法



アクリルボックスとアクリルパイプを使う方法



蚊帳を使う方法



簡易報告書・・・試験料に含みます



詳細な報告書・・・オプション（別料金）



動画撮影、MP4動画作成・・・オプション（別料金）

説得力ある証拠になり、社内データ保存、社内共有、販促動画等に使用可能。


